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１ 調査目的

本都市圏では、平成15年度にパーソントリップ調査、交通に関する意識調査等

の実態調査を実施しマスターファイルを作成するとともに、平成16年度に現況交

通課題の把握，将来交通量予測モデルの作成，将来都市構造の検討を行った。

本業務では、これまでの検討結果をもとに、総合都市交通体系のあり方を検討

し、伊賀都市圏の交通計画の策定を行う。

２ 調査フロー

将来像の検討

・交通施策の基本目標

・交通施策の方向性

主要施策の検討

・鉄道利便性向上

・道路網整備

・生活交通の確保

・ＴＤＭ施策

・都市圏構造の誘導

都市圏交通計画の立案

・主要施策の立案
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３ 調査圏域図

伊賀都市圏
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４ 調査成果

４－１ 伊賀都市圏の交通課題と交通施策の方向性
伊賀都市圏の現況交通課題、趨勢的な将来交通の見通し、都市づくりの基本方針を踏
まえ 「時代とともに変えていくべきもの 「変えるべきでないもの・大事にするもの」、 」
として５つの基本目標を設定した。また、目標を達成するために必要な施策として、
｢鉄道利便性の向上 「道路網整備 「歩行者・自転車空間の確保 「生活交通の確保」」 」 」
「ＴＤＭ施策 「都市圏構造の誘導 「観光施策との連携」の主要施策を抽出した。」 」

図表 交通施策の基本目標と交通施策の方向性

現況交通課題 将来交通の見通し（ ） 趨勢的な将来交通のすがた 

伊賀都市圏の交通施策の基本目標と交通施策の方向性

時代とともに変えていくべきもの

１：目標  住民の誰もが安心・安全で利用しやす

い交通サービスの提供

２： 、目標  まちの活性化を支え 都市圏の一体化

を高める交通網の整備

３：目標  地球環境を考えたライフスタイルや企

業活動への変容

時代とともに変えていくべきもの

１：目標  住民の誰もが安心・安全で利用しやす

い交通サービスの提供

２： 、目標  まちの活性化を支え 都市圏の一体化

を高める交通網の整備

３：目標  地球環境を考えたライフスタイルや企

業活動への変容

鉄道利便性の向上

道路網整備

歩行者・自転車空間
の確保

生活交通の確保

ＴＤＭ   施策

都市圏構造の誘導

観光施策との連携

変えるべきでないもの・大事にするもの

４：目標  地域の財産である公共交通の維持・

確保

５： 、目標  まちの歴史・文化や 自然に配慮し

た交通施設の整備と交通施策の展開

＜ ＞ 道路網 

・道路網の整備
・自転車・歩行者空間の確保

＜ ＞ 公共交通 
・鉄道利用者の利便性と快適性に資するサー

ビス水準の向上
・鉄道端末交通の利便性向上

・生活交通の確保

＜ （ ）＞ 将来の都市・交通の見通し 趨勢  
、 、・人口減少 高齢化 中心市街地の衰退

、・名張市内ゾーン相互間 上野新都市ゾーン
関連流動の増加

、・高齢者トリップの増大 公共交通分担率の
低下 など

【 、 （ ）、伊賀のまち 不易流行 ふえきりゅうこう  歩みゆく】
＜ ＞ 用語解説 

（ ）：（ ）不易流行 ふえきりゅうこう   芭蕉の俳諧用語 不易は詩的生命の基本的永続性
。 、 々 。を有する体 流行は詩における流転の相で その時 の新風の体 この二体は共に風

、 。雅の誠から出るものであるから 根本においては一に帰すべきものであるという 
【以上出典:広辞苑】
まちづくりにおいても“変わることない永続性”と“時代とともに変化する流動性”

、 。が重要であることから 基本理念として位置づけたもの 

＜ （ ）＞ 将来の都市構造 交流拠点の形成と連携軸による相互連携  
・交流拠点

（ ）、 （ ）、都市 上野・名張核都市  副次 上野新都市  
（ 、 ）地域 支所 主要鉄道駅周辺 

・連携軸
、 、 （ ）広域連携軸 圏域間連携軸 域内連携軸 伊賀コリドール等 

都市づくりの基本方針
（ ） 都市マスタープラン 
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４－２ 都市圏交通計画の立案（主要施策の提案）
伊賀都市圏における主要施策展開の考え方と施策メニューは以下のとおりであり、本
検討においては、個々の施策の具体的検討に主眼をおくのではなく、都市圏域全体で望
ましい方向性を検討することで、関係者がその考え方を共有しつつ、施策展開を行うこ
とを目的に、広域的視点からみた交通面の将来像の評価と、有効な施策提案に主眼をお
いた都市圏交通計画を立案した。

図表 主要施策メニュー（案）

■合併後の伊賀市における生活交通網の再構築の検討

・交通不便地域対策

・市街地循環型路線の導入検討

□高齢者等の生活交通
実態に応じた適切な
生活交通網の確立

生活交通の確
保策

■歩行者・自転車走行空間の確保

・通学路、市街地、幹線道路等での自歩道の整備

■自歩道のバリアフリー化、ネットワーク化

□自歩道整備による歩
行者・自転車走行空
間、安全性の確保

歩行者・自転
車空間の確保

■道路混雑・渋滞の解消に資する道路容量の拡大

・国道368号等の主要幹線道路の整備

■交通拠点間のモビリティを高め、地域の安心・安全を確保する道路
ネットワークの整備・確保

・伊賀コリドール道路（循環型道路）の形成

・リダンダンシーの確保（名阪国道代替路）

■その他の施策

・歴史的町並みに配慮した道路整備

・幹線道路の交通流の円滑化を図る交通制御の高度化

□道路の役割の明確化
による効率的な道路
網の整備と将来都市
構造の構築

道路網整備

（幹線道路整
備）

■市街地への人口誘導の検討

■市街地への商業施設誘致による魅力向上の検討

■公共交通のアクセス性、回遊性の確保・向上

・市街地循環型路線など

□歴史的まちなみや商
業集積がある既成市
街地の魅力ある市街
地形成

□市街地における公共
交通の利便性向上

都市圏構造の
誘導

■主要事業所における時差出勤の推進

■その他の施策

・駅からの送迎バスなど企業関連交通を取り込む施策

・環境啓発活動の推進

（官民によるノーマイカーデーなどキャンペーンの取り組み、住民、企
業を対象とした交通行動変容の働きかけ（モビリティ・マネジメント））

□主要事業所における
通勤マネジメントへ
の働きかけ

□鉄道やバスの利便性
向上による自動車か
ら公共交通への転換

ＴＤＭ施策

■伊賀地域への南北の玄関口となる近鉄上野市駅、近鉄名張駅周辺にお
けるウェルカム機能（伊賀地域全体に関するインフォメーション機能
など）の充実

■主要観光拠点に連絡・周遊するバス路線の充実

■近鉄伊賀線の観光・イベントとの連携

■まち歩きルートの設定や案内ツール（サインやマップ）の充実

□「伊賀の国」の玄関
口としての交通結節
点の情報拠点化

□歴史や地域の文化を
活かしたまち歩き観
光の推進

観光施策との
連携

■近鉄大阪線の主要駅の利便性向上

・主要バス路線の優先化（優先レーン化、ＰＴＰＳ導入等）

・バス路線の充実（増便、運賃、深夜交通対策等）

・伊賀神戸駅の機能向上（道路整備、Ｐ＆Ｒ駐車場、バス路線結節）

■近鉄伊賀線の維持・利便性向上

・ハード整備、ソフト施策両面での利用者促進の検討

■ＪＲ関西本線の利便性向上

・駅周辺への居住推進（駅勢圏人口の増加）

・電化による速度アップ、本数増加など基礎的なサービス水準の向上

・駅アクセスの利便性向上（道路整備、駐輪場、Ｐ＆Ｒ、Ｋ＆Ｒ等）

■その他の施策

・まちづくりや産業振興との連携

□近鉄大阪線について
は名張駅等の主要駅
におけるバス交通の
優先化等によるアク
セス利便性の向上

□近鉄伊賀線について
は存続維持に向けた
利用促進策の展開及
びサービス水準向上

□ＪＲ関西本線の利便
性向上

鉄道利便性の
向上

主要施策メニュー施策展開の考え方主要施策

■合併後の伊賀市における生活交通網の再構築の検討

・交通不便地域対策

・市街地循環型路線の導入検討

□高齢者等の生活交通
実態に応じた適切な
生活交通網の確立

生活交通の確
保策

■歩行者・自転車走行空間の確保

・通学路、市街地、幹線道路等での自歩道の整備

■自歩道のバリアフリー化、ネットワーク化

□自歩道整備による歩
行者・自転車走行空
間、安全性の確保

歩行者・自転
車空間の確保

■道路混雑・渋滞の解消に資する道路容量の拡大

・国道368号等の主要幹線道路の整備

■交通拠点間のモビリティを高め、地域の安心・安全を確保する道路
ネットワークの整備・確保

・伊賀コリドール道路（循環型道路）の形成

・リダンダンシーの確保（名阪国道代替路）

■その他の施策

・歴史的町並みに配慮した道路整備

・幹線道路の交通流の円滑化を図る交通制御の高度化

□道路の役割の明確化
による効率的な道路
網の整備と将来都市
構造の構築

道路網整備

（幹線道路整
備）

■市街地への人口誘導の検討

■市街地への商業施設誘致による魅力向上の検討

■公共交通のアクセス性、回遊性の確保・向上

・市街地循環型路線など

□歴史的まちなみや商
業集積がある既成市
街地の魅力ある市街
地形成

□市街地における公共
交通の利便性向上

都市圏構造の
誘導

■主要事業所における時差出勤の推進

■その他の施策

・駅からの送迎バスなど企業関連交通を取り込む施策

・環境啓発活動の推進

（官民によるノーマイカーデーなどキャンペーンの取り組み、住民、企
業を対象とした交通行動変容の働きかけ（モビリティ・マネジメント））

□主要事業所における
通勤マネジメントへ
の働きかけ

□鉄道やバスの利便性
向上による自動車か
ら公共交通への転換

ＴＤＭ施策

■伊賀地域への南北の玄関口となる近鉄上野市駅、近鉄名張駅周辺にお
けるウェルカム機能（伊賀地域全体に関するインフォメーション機能
など）の充実

■主要観光拠点に連絡・周遊するバス路線の充実

■近鉄伊賀線の観光・イベントとの連携

■まち歩きルートの設定や案内ツール（サインやマップ）の充実

□「伊賀の国」の玄関
口としての交通結節
点の情報拠点化

□歴史や地域の文化を
活かしたまち歩き観
光の推進

観光施策との
連携

■近鉄大阪線の主要駅の利便性向上

・主要バス路線の優先化（優先レーン化、ＰＴＰＳ導入等）

・バス路線の充実（増便、運賃、深夜交通対策等）

・伊賀神戸駅の機能向上（道路整備、Ｐ＆Ｒ駐車場、バス路線結節）

■近鉄伊賀線の維持・利便性向上

・ハード整備、ソフト施策両面での利用者促進の検討

■ＪＲ関西本線の利便性向上

・駅周辺への居住推進（駅勢圏人口の増加）

・電化による速度アップ、本数増加など基礎的なサービス水準の向上

・駅アクセスの利便性向上（道路整備、駐輪場、Ｐ＆Ｒ、Ｋ＆Ｒ等）

■その他の施策

・まちづくりや産業振興との連携

□近鉄大阪線について
は名張駅等の主要駅
におけるバス交通の
優先化等によるアク
セス利便性の向上

□近鉄伊賀線について
は存続維持に向けた
利用促進策の展開及
びサービス水準向上

□ＪＲ関西本線の利便
性向上

鉄道利便性の
向上

主要施策メニュー施策展開の考え方主要施策
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図表 主要施策メニュー（案）
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４－３ 都市圏交通計画の評価
都市圏交通計画の評価に当たっては、都市圏交通の基本目標に応じた評価指標を設定
し、交通施策の効果を検討した。その結果 「道路網整備」を中心として交通施策を大、
きく変更しない場合（趨勢型将来）に比べ 「土地利用施策 「公共交通施策 「ＴＤＭ、 」 」
施策」の主要施策を組み合わせて公共交通の利便性向上等を図った場合（目標型将来）
において、公共交通の利用割合、道路交通の円滑化、二酸化炭素排出量など、多くの指
標で高い改善効果がみられており、これらの主要施策を適切に組み合わせて展開してい
くことで、自動車と公共交通がともに使いやすく、自動車に過度に依存しない総合交通
体系の確立を図っていくことが必要である。

10.8

9.3

14.6

63.3

65.6

58.6

25.9

25.1

26.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H17(現況)

H37(趨勢)

H37(目標)

公共交通 自動車 徒歩二輪

●代表交通手段別構成比の見通し

○趨勢型将来では、免許保有率の高まり、少子
高齢化の趨勢的な人口構造変化を背景に、道
路網整備を中心とした交通施策により、自動
車利用割合の増加、公共交通利用割合の低下
が予想されます。

○公共交通の利便性向上等を図った目標型将来
では、公共交通の利用割合が14.6％まで高
まることが予想されます。

○伊賀都市圏は、東西方向はＪＲ関西本線、近
鉄大阪線、南北方向は近鉄伊賀線が都市圏の
骨格を形成し、現況においても県内他地域に
比べ公共交通の利用割合が高い地域です。こ
れらの公共交通を有効に活用し、公共交通と
自動車をバランスよく利用する交通体系を構
築していくことが必要です。

27.862.110.0桑名員弁

28.962.38.9四日市

66.8

63.3

自動車

27.35.9鈴鹿亀山

25.910.8伊賀

徒歩二輪公共交通地域

27.862.110.0桑名員弁

28.962.38.9四日市

66.8

63.3

自動車

27.35.9鈴鹿亀山

25.910.8伊賀

徒歩二輪公共交通地域

●主要施策による公共交通分担率の変化

○主要施策による公共交通分担率の変化をみると、
近鉄伊賀線の利便性向上による影響が最も大き
く、公共交通分担率は趨勢の9.3％から12.3％
まで高まると予測されます。

○趨勢的には鉄道利用トリップの大幅な減少が想
定されますが、近鉄伊賀線の利便性向上を図る
ことで、鉄道利用トリップ数の維持・増加が期
待されます。

■三重県内他地域との分担率の比較（現況）

■代表交通手段別構成比の見通し

■主要施策による公共交通分担率の変化

10.8%

9.3%

12.3%

10.2%

9.7%

9.5%

9.4%

9.2%

14.6%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16%

現況
（H17）

趨勢
(H37)

近鉄伊賀線の利便性向上

モビリティ・マネジメントの推進

ＪＲ関西本線の利便性向上

近鉄大阪線の利便性向上

生活交通の確保

中心部への人口誘導

全ての施策の組合せ20

25

30

35

40

45

50

現況(H17) 将来(H37)

（千トリップ）

■近鉄伊賀線の利便性向上有無別にみた鉄道利用トリップ数

（表定速度20％向上、運行本数２倍）

（中心部ゾーン関連自動車トリップ15％削減）

（表定速度10％向上、運行本数２倍、駅アクセス改善）

（主要駅への100円バス、バス速度20％向上、伊賀神戸駅Ｐ＆Ｒ整備）

（伊賀市ゾーン間コミュニティバス確保）

（中心部ゾーン人口を伊賀市30％、名張市10％増加）

利便性向上施策あり

利便性向上施策なし

（注）施策の実施内容は既存の事例等を参考に設定した。
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1,343

1,133

700

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500

現況（H17） 目標（H37）

（t-co2/日）●二酸化炭素排出量の見通し

○自動車の走行に伴う二酸化炭素排出量を予測
すると、現況の1,343トン／日に比べ、趨勢
型将来では1,216トン／日、目標型将来では
1,133トン／日まで削減されることが予測さ
れます。

○目標型将来では現況に比べ約16％の二酸化炭
素排出量の削減となり、地球環境の改善の面
からも効果が期待されます。

■自動車走行に伴う二酸化炭素排出量の見通し

●中心部へのアクセシビリティからみた効果

○中心部ゾーンへの30分以内で行ける人口の割
合は、道路網の整備や鉄道利便性向上により、
伊賀市中心部、名張市中心部ともに増加し、中
心部へのアクセシビリティが向上します。

（公共交通利用） （自動車利用）

■伊賀市中心部へ30分以内で行ける人口の割合
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■主要病院への平均所要時間の変化（自動車利用）

17.4

15.5

10

11

12

13

14

15

16

17

18

H17(現況) H37(目標)

（分）
（上野総合市民病院） （名張市立病院）
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■名張市中心部へ30分以内で行ける人口の割合

●中心市街地活性化からみた効果

○中心部ゾーンへの人口誘導を図った目標型将
来では、趨勢型に比べ都市活動量が増加し、
中心市街地の活性化が期待されます。ただし、
一層の市街地活性化のためには、人口誘導だ
けでなく、商業施設誘致など市街地の魅力向
上の検討が必要です。

（伊賀市中心部ゾーン） （名張市中心部ゾーン）

■中心部ゾーンの都市活動量（ゾーン関連トリップ数）
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（注）病院への平均所要時間は走路配分結果から算出されるゾーン間所要時間と
ゾーン別人口の重み付け平均値で算出した。

（注）中心部ゾーンへの人口誘導は、伊賀市中心部は過去20年前の人口水準に戻
すことを想定し概ね30％増加とし、名張市中心部は開発計画における人口
想定を参考に10％増加を想定した。

○伊賀市、名張市の主要病院への平均到達時間は
約10％短縮し、安心・安全が高まります。

●主要病院へのアクセシビリティからみた効果



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.14286
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 350
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.14286
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /SyntheticBoldness 1.000000
  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN ()
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice




